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回 年 開催地 総数（人）女性実数（人）（女性比率％） 特記事項
1 1896 アテネ 241 0 （0.0）男性のみの参加。
2 1900 パリ 997 22（2.2）女性初参加。初代金メダリストはテニスのクーパー
（英）。
3 1904 セントルイス 651 6（0.9）　
4 1908 ロンドン 2,008 37（1.8）　
5 1912 ストックホルム 2,407 48（2.0）日本初参加（男性 2名）。
7 1920 アントワープ 2,626 65（2.5）　
8 1924 パリ 3,089 135（4.4）　
9 1928 アムステルダム 2,883 277（9.6）女子陸上競技が正式種目になる。
日本女性（人見絹枝）初参加で、日本女性初の銀メダル。
10 1932 ロサンゼルス 1,332 126（9.5）　
11 1936 ベルリン 3,963 331（8.4）前畑秀子が、日本女性初の金メダル（競泳平泳 200m）。
14 1948 ロンドン 4,104 390（9.5）　
15 1952 ヘルシンキ 4,955 519（10.5）　
16 1956 メルボルン 3,314 376（11.3）　
17 1960 ローマ 5,338 611（11.4）　
18 1964 東京 5,151 678（13.2）日本女子バレーボール（東洋の魔女）が、金メダル。
19 1968 メキシコ 5,516 781（14.2）最終聖火ランナーに初めて女性が起用。
20 1972 ミュンヘン 7,134 1,059（14.8）　
21 1976 モントリオール 6,084 1,260（20.7）コマネチ（ルーマニア）が、女子体操競技で 10点満点を
連発する。
22 1980 モスクワ 5,179 1,115（21.5）　
23 1984 ロサンゼルス 6,829 1,566（22.9）女子マラソンが正式種目になる。
24 1988 ソウル 8,391 2,194（26.1）ジョイナ （ー米）が、女子陸上競技で 3冠を達成する。
25 1992 バルセロナ 9,356 2,704（28.9）女子柔道が正式種目になる。
岩崎恭子が競泳史上最年少で金メダル。
26 1996 アトランタ 10,318 3,512（34.0）女子サッカーが正式種目になる。
恵本祐子が柔道で女性初の金メダル。
27 2000 シドニー 10,651 4,069（38.2）女子重量挙げが正式種目になる。
高橋尚子が女子マラソンで金メダル。




29 2008 北京 10,942 4,637（42.4）女子ソフトボールが金メダル。日本の金メダル 9個の
うち、女性が 5個。
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